
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ７月３日（水）、全校生の熱気とパワーに満ち溢れた第５３回大運動会を開催することができまし

た。多くの保護者の皆さま、地域の皆さまに応援をいただきありがとうございました。３年生はこの

日のために５月から準備を始め、競技の作戦を練ったり、応援タイムの構成を考え、競技優勝と応援

優勝の二冠を目指しました。練習では３年生が引っぱり、２年生が支え、１年生はたくさん吸収して

学校全体が成長していることを実感することができました。 

スローガン「Grow together～友情・団結・競争心～」の下、軍を越えて支え合い、たたえ合い

友情や団結を深め、競争心をむき出しにして自分の限界に挑戦し、大きな成長を見せ感動的な運動会

を創り上げました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 立川中学校では「立川に生きる～持続可能な庄内町（立川地域）を目指して～」を 3 年間の共通テー

マにして、総合的な学習の時間に取り組んでいます。７／９（水）は学校の外に出て、現地で自分の目

で見たり話を聞いたりし、現地でしか学べないことをたくさん吸収しました。 

 

 

 

               第１学年は「地域を知る」をテーマに取り組んでいます。今回は山形

大学の八木浩司先生をはじめ、国土交通省新庄河川事務所、ＮＰＯ法人

土砂災害防止広報センターの方々と、立谷沢地域の砂防堰堤や土砂堆積

状況、地層について説明を聞き、防災意識を高めました。また、午後か

らは北楯大学について池田定志先生の講話を聞き、地域についての理解

を深めました。今後は加藤総業株式会社や庄内町役場の方から、風力発

電事業や再生可能エネルギーについての講話を聞く予定です。 

 

 

 

第２学年は「他地域から学ぶ」をテーマに取り組んでいます。 

今年も、友好町である宮城県南三陸町を訪れ、「東日本大震災 

伝承館」見学や語り部さんの話を聞くことを通して、友好町と 

して自分たちができることや貢献できること、そして自分の生 

き方について考えました。旧防災対策庁舎では献花し合唱を捧 

げました。交流は平成１１年に旧立川町と旧歌津町で始まり、 

その後両町とも合併しましたが、平成１８年に改めて友好の盟 

約を結び、現在に至っています。 

 

 

 

第３学年は「持続可能な庄内町（立川地域）」をテーマに取り組んで

います。７／９（水）・１０（木）の２日間、職場体験を行い、働くこ

との大変さを知り、そして働く意義について考えました。自分が働く年

齢になったときにどのような職業に就き、どんな生き方をして立川地域

にどう関わるかを考えるきっかけになりました。５月には修学旅行先の

東京で庄内町に関する１００人アンケートも実施しました。アンケート

を分析し、持続可能な立川地域にするために、自分に何ができるかをこ

れからも考えていきます。 

 

 

 

 

    

・URL https://www.town.shonai.lg.jp/tachichu/ 

   ・右の 2 次元バーコードを読み込んでもアクセスできます 


